
経営比較分析表（令和4年度決算）
岡山県矢掛町　国保病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 自治体職員 57 60 - ■

令和4年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 11 - ド 訓 救 臨 輪 - - 117 【】

- 年度 - 年度 - 年度

56 113

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

13,438 7,875 第２種該当 - １０：１ 57

Ⅰ 地域において担っている役割
　町内唯一の救急告示病院として町内救急搬送の90％以上を受け
入れており、町民の安心・安全な医療環境に大きな役割を果たし
ている。また、眼科・耳鼻科・婦人科等に加え，令和元年度から
精神科の開設や泌尿器科の正式標榜を行うなど地域のニーズに応
じた医療の他、CT・MRI等の高度医療機器を使った高度・先進医療
の提供も行っている。
　さらに地域包括ケアシステムの構築については、町行政等との
支援会議を定期的に行うなど健全運営に取り組んでいる。
　新型コロナやインフルエンザ等感染症への対応としては、発熱
外来による検査体制やワクチンの個別接種などを継続している。

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R04 H30 R01 R02 R03 R04R03 R04 H30 R01 R02 R03

当該値 94.0 91.1 87.7 87.5 87.0当該値 102.9 98.8 98.0 99.8 99.1 当該値 89.0 89.6 88.5 87.0 82.1当該値 89.9 87.2 84.0 83.9 83.5

平均値 84.0 84.3 80.7 82.2 81.7平均値 97.2 96.9 100.6 105.9 104.3 平均値 70.1 70.4 65.8 65.0 63.3平均値 80.4 80.6 77.1 78.6 78.1

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　本年度は新型コロナの感染爆発の波が続き、職員に家族を含め
た感染者や濃厚接触者が断続発生、人員体制が整わず患者数の抑
制が慢性化した。経営的には厳しい局面であるが、医業収支比
率・病床利用率は類似病院との比較で一定の高水準を維持してい
る。今後は病床利用率をコロナ禍前の水準に戻すことが第一目標
となる。
　一方、職員給与費対医業収益比率においては悪化傾向にあるた
め、収益に見合った給与費構成を目指して検討したい。
　１人１日当たり収益においては、入院・外来とも類似病院を下
回る水準となっている。人員配置の見直しで地域包括ケア病床14
床を一般病棟から療養病棟へ移し、よりフレキシブルなベッドコ
ントロール実現とともに収益単価の改善を目指す。

2. 老朽化の状況について

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R03 R04 　建物については平成17年度に大規模改築・改修工事を行なった
が、建物内部の設備や器械備品については老朽化に伴う更新を進
めており、今後も計画的に取り組んでいく必要がある。
　本年度においては３階療養病棟のナースコール端末設備、院内
ネットワーク設備、眼科眼底像撮影装置、心電計の更新等を行っ
た。
　令和５年度は主たる燃料源となるＬＰガス設備、手術室のオー
トクレーブ(高圧蒸気滅菌器)や骨密度測定装置の更新等を予定し
ている。

R04 H30 R01 R02

10.8 11.8 12.7 12.1 13.373.2 当該値28,170 当該値

R02 R03R01 R02 R03 R04 H30 R01

平均値 34,924 35,788 37,855 39,289

69.5 71.6 74.4 73.97,632 7,504 7,968 8,120 8,709 当該値

10,244 10,602 11,234 11,512

当該値 25,553 26,187 26,477 26,225

17.9

2. 老朽化の状況

全体総括

　本年度については、医業収益はコロナ患者や発熱患者の受入増
により入院・外来収益は微増となったものの、前年度のｺﾛﾅﾜｸﾁﾝ集
団接種受託収入からの反動減となった。医業費用では、発熱患者
対応に伴う材料費や世界的物価高騰による光熱費などの急増が顕
著だった影響もあり、経常収支比率は悪化した。
　病床利用率は高水準を維持しており地域での必要度は高いとい
えるが、今後の経営安定化には紹介患者の増など入院・外来とも
に安定した患者数を確保していくとともに、給与費などを中心に
費用の適正化を図り、医業収支比率の改善による累積欠損金の解
消を目指す必要がある。
　町内唯一の公立病院として、救急医療・不採算部門への取り組
みを経営バランスも考慮しつつ継続するとともに、町内医療機関
や近隣の急性期病院との連携を図り、地域の中核病院としての役
割を担っていく。

H30 R01 R02 R03 R04 H30

66.9 平均値 17.7 17.5 17.5 17.311,831 平均値 63.7 63.3 68.5 67.140,846 平均値

R03 R04

当該値 7.1 8.3 9.6 10.2 9.4 当該値 54.0

R02 R03 R04 H30 R01 R02R01 R02 R03 R04 H30 R01

29,506,214 29,668,427 29,797,085 29,971,393

平均値 117.1 120.5 124.2 121.6 118.9

75.3 65.6 69.9 73.8 当該値 29,556,72654.9 54.0 56.9 59.4 当該値 79.7

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 40,683,727 41,891,213 42,806,727 43,530,781 44,196,357平均値 71.4 71.7 72.9 73.9 74.3平均値 54.1 54.6 56.9 58.1 59.4
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